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　講師に、小松豊さん（札幌郷土
を掘る会代表）をお招きして開催
しました。前日からの『リラ冷え』
を通り越すような冷たい雨・風の
中を、70人の方が来場され、熱
心に講演を聞かれていました。札
幌の朝鮮人強制連行について『初
めて聞きました』という方も多く、
歴史を語り継いでいく必要を改め
て感じたセミナーとなりました。
　参加者からは『心に刻むべき貴
重で大切な内容でした。小松先生
が言われるように、語り継ぐ必要
があります。次代を担う人たち、

（５月17日　北海道クリスチャンセンターにて）

第15回憲法セミナー
「札幌の朝鮮人強制連行」開催しました。

若い人たちに知ってほしい。これも大人の責任で
す』『たくさんの資料と具体的なお話が聞けまし
た。今日は小松先生のこれまでの長い活動の一端
を理解でき、感謝しています』『解釈改憲に進も
うという動きがある今、戦時下において行われた
異常な事態を私たちが若い人たちに伝えていくこ
とが大事だと思いました』などの感想が寄せられ
ました。
　講演資料を２ページ以降に掲載しましたので、
どうぞご覧ください。
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はじめに
・�「慰安婦」問題や領土問題などで韓国は怒って
いる。市民レベルの平和友好交流を。
・�札幌、日本の子どもたちは教えられなくなって、
すでに10数年。教育の効果がじわじわと
・�国はどこをこだわるのか。教科書の変化をみる
と、主に強制性で、その表現を薄めるか、否定
するかである。

１．朝鮮人の移入時期は、大きく見て２つ
　１期目：1910（明治43）年、韓国併合条約～
1939（昭和14）年、同時に同化政策実施。
　２期目：1939年秋～ 1945（昭和20）年、国策に
よる「強制連行」（３段階：募集・官斡旋・徴用）（１
期目以降、蔑視と差別の中で生きることを強いら
れる）

２．民間と国策
　Ａ　民間：�周旋屋（釜山、元山、麗水）から、

タコ部屋に売られる。終戦まで続く。
　Ｂ　国策：�協和寮（協和会強制加入、管理運営、

協和手帳の常時携帯）。1939年札幌
協和会結成。

　　　　　　�政府では、内務省警保局（特高）と
厚生省が管轄。

　　　　　　中国人強制連行は1944年から。
（朝鮮総督府、警察当局、職業訓練所、協和会関
係団体などと密接に連携。日本列島全体が朝鮮人
にとってタコ部屋だった）

３．国策化の流れ
　建設・鉱山などの事業場の申請数決定
　→　道府県長官宛て募集申請
　→　厚生省決定
　→　朝鮮総督府の募集すべき道の割り当て
　→　募集員朝鮮渡航
　→　総督府から指定された道庁

　→　指定郡庁
　→　指定面（村）事務所
　→　面事務当局
　→　�区長警察署または駐在所。朝鮮内の役人（高

官）・警察はほぼみな在朝の日本人。
　＊�面有力者の協力のもとに行われていた。「募
集」の形式をとっているが、募集目標に達し
ない場合は官吏や警察、面有力者が加わって
いて強制がなされた。（「朝鮮人強制連行の記
録」朴慶植著　1965年　未来社）

第15回憲法セミナー「札幌の朝鮮人強制連行」
講演レジメ・資料

４．�第１陣　手稲・豊羽などの鉱山へ
　1939（昭和14）年
　行き先を告げず、車窓を閉じ、現場到着後、「募
集条件と違う」と揉めた。「罷業（ストライキ）」
などは特高が鎮圧した事例がある（特高月報）。

５．関係者の証言
　①�募集員　現地で待機・連行：豊羽鉱山の田中豊
治さん、後藤芳夫さん、渡辺実さん、小泉誠
宏さん

　②連行された金達善さん

６．各区では
　東　区　�丘珠飛行場（1939 ～ 1944）　国策・民

間
　手稲区　�手稲鉱山（1939 ～ 1945）　同貯水池

（1939 ～）　国策
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　南　区　�豊羽鉱山（1939 ～ 1945）　国策　　
本竜鉱山など、ほかに６か所が考えら
れる。

　北　区　�北24条飛行場軍用滑走路拡張工事
（1944）　民間？

　中央区　�北部軍秘密地下司令部壕（1945 ～未
完成　宮の森神社山　少年工も）　国
策

　豊平区　�北部軍司令部、防空作戦室（1943 ～
地上２Ｆ　地下３Ｆ　コンクリート
製）　国策

　　　　　�月寒公園斜面北部軍用隠匿物質穴掘り
（1945）　国策

７．�個人補償は未解決。賠償問題は「経
済協力」にすり替え

　・�日本人との差別待遇。未払い賃金も対象のは

ずだが。
　・�1965（昭和40）年の「日韓基本条約」（佐藤
栄作と朴正煕）には賠償、個人補償の双方に
大きな問題がある。

　・�基本は、日本政府が被害者の立場になって、
言われなくても、ましてや裁判になる前に進
んで誠意をもって事実を認定し、謝罪するこ
とである。

８．�語り継ぐ（事実を伝える。学校＝教科書、社会教育）
　「掘る会」でも、教科書改善要求、講演、フィ
ールドワークなど。

小松　　豊
（1947年生まれ　元中学校社会科教員　札幌郷
土を掘る会　民衆史道連　平和憲法草の根普及会）

　憲法記念日の５月３日、全道各地で「憲法を
語り、活かす」集会が開かれました。改憲への
道をひた走る安倍政権のもと、戦後日本の平和
主義が大きな分岐点を迎えようとする中で、各
地の集会には近年を上回る多くの市民が参加し
て、ともに憲法を考えました。
　函館市では、「憲法記念日　道南市民の集い」
（主催　戦争しないための選択・9条を考える道
南の会）に、会場一杯の400人が参加しました。
　沖縄県東村高江の木工職人、伊佐真次（いさ・
まさつぐ）さんが「米軍基地のある沖縄の今　
住民の心と憲法」と題して講演しました。伊佐
さんたちの住む高江周辺は、続々と新種の生物
が発見される ”やんばるの森 ”と呼ばれ、世界
自然遺産候補にもなっています。ところがその
貴重な自然を破壊して、米軍のヘリパッドが建
設されようとしていて、地元住民が建設反対の
声を上げています。「基地はいらない」と、日

米両方の国家権力に訴え続ける沖縄。そして「大
間原発はいらない」と国を相手取って提訴した
函館。沖縄と道南の連帯が芽生えた憲法記念日
になりました。
　札幌市では、道憲法会議などが主催する「憲
法を語ろう！道民集会」が開かれ、650人の市
民が参加しました。講演は、全日本おばちゃん
党代表代行の谷口真由美さん（大阪国際大学准
教授・国際人権法）。「生まれも育ちも大阪です
から」とヒョウ柄をまとって登場した谷口さん
は「10歳の子どもにも分かるように、目線を
下げて憲法を語る」ことの大切さを強調。「い
ろいろな工夫をして、憲法の中身を多くの人に
知ってもらうことから始めよう」と呼びかけま
した。

全道各地の「憲法を活かそう」
集会に例年以上の参加者

日本国憲法67回目の誕生日
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寄
稿

福島のあと、沈黙は野蛮だ
岡本　哲軌 （会員）

　第一次安倍政権当時からの会員、岡本哲軌（52
歳　整形外科医）と申します。
　〝憲法９条を保持する日本国民がノーベル平和
賞の正式な候補になった〟と会員の皆様にお知ら
せすることを事務局へ提案したところ、今回の原
稿を依頼されました。
　ノーベル平和賞に関するネット署名は以下のサ
イトです。
http://nobel-peace-prize-for-article-9.blogspot.
jp/2014/03/blog-post_4927.html
　〝テーマは自由です〟との言葉に甘えて９条や
ノーベル賞とは直接関連のない東日本大震災以降
の経験や思いを書かせていただきます。

１．�福島原発事故を経験した後でも、原子力
ムラは撤退する気がないようです。

　福島第１原発事故発生後、私は〝使用済み核燃
料を増やしてはならない、エネルギー政策を変え
たい〟との思いを持っていたのですが、しばらく
は何の行動をすることもできずに過ごしておりま
した。ひょんなことから、10万円前後を出資す
ると北海道電力株式会社（以下、北電と略します）
の株主として株主総会で発言できることを知りま
した。早速、平成23年秋に北電の株を購入、誘
われるまま〝脱原発をめざす北電株主の会（以下、
脱原発北電株主会と略します）〟に入会して平成
24年６月に開催された株主総会に出席しました。
世論が大きく脱原発に動いていた福島原発事故発
生後１年余りの時期、株主総会に出席した北電株
主の大多数が泊原発再稼動をめざす会社の意向に

賛成していることに愕然としました。

２．公聴会参加の勧め。

　平成25年６月、〝北電の電気料金値上げに係る
公聴会〟での意見陳述人になりました。平日に開
催されたのですが、運よく休診時間に陳述の順番
が回ってきたので出席することができました。公
聴会の数日前のこと、意見陳述人に与えられる
15分間の中で電気料金値上げに関連していれば、
経済産業省と北電に質問できることがわかりまし
た。公聴会において陳述人の意見は無視される（意
見は聞くが議論はしない）ようなのですが、質問
すると何らかの回答を得ることができます。どう
か皆様、機会が許せば公聴会に出席して質問する
ことにより思いがけない情報を引き出してみてく
ださい。このときの成果として、北電が原子力事
業者でなくなれば、福島原発の損害賠償を目的に
原子力損害賠償支援機構に支払う一般負担金を免
除されることが明らかになりました。

３．�将来世代に負担を先送りしないために放
射性廃棄物地層処分を推進しているので
しょうか？

　平成26年１月、資源エネルギー庁が主催した
地域ワークショップ札幌、「共に語ろう高レベル
放射性廃棄物」と称する会合に参加しました。主
催者の意図は、〝放射性廃棄物の概要をレクチャ
ーし、将来へ負担を先送りしないために地層処分
しましょう。あとはどこに埋めるか相談しましょ
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う〟とのようでした。さて、平成24年、日本学
術会議は、「高レベル放射性廃棄物について」・抜
本的に見直し、・科学者集団により、地層処分の
安全性と危険性に関して再検討し、・高レベル放
射性廃棄物の暫定保管と総量管理を柱に政策枠組
みを再構築せよ、と回答しています。その処分に
ついて国民的理解を得ながら段階的に社会的合意
を高める手続きを考えよ、とも述べています。
（www.scj .go. jp/ja/info/kohyo/pdf/kohyo-
22-k159-1.pdf）
　資源エネルギー庁とＮＰＯ法人「持続可能な社
会をつくる元気ネット」は、全国各地で地域ワー
クショップを開催していますが、なぜ日本学術会
議の回答を無視（？）して〝地層処分の必要性〟
を伝えるのでしょう？私の考えるところ、その理
由は、放射性廃棄物の人的管理（暫定保管）を継
続すると多額の費用を要し、低コストが利点とさ
れる原発の優位性が無くなることにあるようで
す。地層処分の真の目的は、〝将来の世代に負担
を負わせるな！〟ではなく、〝原発を継続すること〟
であることを忘れてはなりません。もっともらし
い言葉のマジックに惑わされてはいけませんね！

４．脱原発北電株主　会へのお誘い

　平成25年に脱原発北電株主会から株主総会に
原発からの撤退を求める提案が出され、6.5％の

賛同が得られました（50％に及ばず否決されま
した）。平成26年６月に開催予定の株主総会で
は、・原子力による発電を行わない、・原子炉廃炉
事業を行う、・原子力防災事業を行う、・役員報酬
を個別に開示するなど６つの案が提出される予定
です。提案するには事前に３万株以上の賛同を確
保しなければならないこともあって、脱原発北電
株主　会では入会者を募集中です。８月末までに
株を取得すると翌年の株主総会で提案に参加でき
ます。
　会のホームページは、http://hokukabu.com/
　連絡先は、　
　　　事務局 E-MAIL：info@hokukabu.com
　　　TEL：090―6260―7443です。
　岡本哲軌（wikyk@hokkaido.med.or.jp）への問
い合わせも歓迎します。北電の株主総会では、原
子力を推進する人たちが圧倒的多数を占めており
ます。原子力・核を否定する方がより多く株主総
会に出席することを願っています。

　暴走する安倍政権の高支持率が続くのはなぜで
しょう？大本営発表にだまされているのか？日本
人が暴走を始めつつあるのか？「普通の国になろ
う」などという言葉に乗ってはいけません。私は、
〝日本は憲法９条を保持する特別な国でいいのだ〟
と思っています。

　私は高橋知事に対してものすごく不信感があります。本当は原発を続け
たい、泊原発の廃炉なんてとんでもないと彼女は思ってるはずです。もし
本当に大間原発のことを心配しているのであれば、もっともっと原発の本
当のことを彼女は語るべきではないでしょうか。原発の「裏側」は核兵器。
核と人類は共存できない。これは明白なことです。この日本を本当に安全
にするには、原発をなくすことです。50基以上の原発をもっていて、何
が安全な国ですか。安倍総理が本当に日本の国民の安全を考えるなら、原
発をなくすことです。相手の国が原発に突っ込んだら、終わりです。です
から、彼が本当に日本の国民の生命や安全を考えるなら、ただちに原発を
やめるべきです。� （道庁前反原発抗議行動でのスピーチから　5月16日）

核と人類は共存できない
猫塚　義夫　共同代表



19

　今年の５月３日憲法記念日は、私たちの憲法が
重大な情勢になっています。アメリカ政府は日本
に集団的自衛権の行使を容認させようと躍起にな
っています。憲法を守り活かしていく活動へのご
協力を心からお願いします。
　私は、医療九条の会・北海道の共同代表である
と同時に、毎年パレスチナに行って医療支援の活
動を行っている「北海道パレスチナ医療奉仕団」
の活動も行っています。
　パレスチナでは、毎日毎日イスラエルからのミ
サイル攻撃をうけ、毎週のように一般市民が殺さ
れています。政治的な活動をしたら、すぐにイス
ラエル軍がやってきて拘束していく。そして拘束
されたら、10年、20年と戻ってこれない。そん
な状態がずっと続いています。日本に住んでいて、
政治的な意見を率直に述べても自衛隊が捕まえに
くることはありません。それは日本国憲法がある
からです。
　私たちは毎年パレスチナに行っていますが、何
を基準に活動しているかといいますと、いつも日
本の憲法が基準になっています。日本国憲法の基
本である「主権在民」「平和主義」「基本的人権の
尊重」。このことを基準にして、世界がどう動い
ているかを考えます。
　パレスチナに住む人々には、基本的人権は保障
されていません。イスラエル政府に反対する意見
を言えば、簡単に撃ち殺されます。パレスチナに
平和主義はありますか。道路には数百ｍごとに検
問所があって銃を構えた兵士が詰めています。住
民であってもパスポートがなければ、そこを通過
できません。これがパレスチナの日常になってい
ます。
　現地の難民キャンプなどで子どもたちからよく
聞かれることが二つあります。一つは、どうして

日本は戦後60年あまりで、こんなに発展するこ
とができたのか。もう一つは、どうしてオリンピ
ックであんなに金メダルを取れるのか、というこ
とです。日本は国民の力で平和を維持しているか
らこそ、サッカーもできるし、野球もできる。だ
からオリンピックで好成績をおさめることができ
ます。日本がなぜ発展できたのか、それは私たち
の親世代の人たちが一生懸命働いてきたからで
す。国民が豊かといわれる今の日本を作り、発展
させてきたのです。戦後一度も戦争をしていない
し、１人も殺さずにやってこれた。それができた
のは、日本国憲法があるからです。
　私は、これからも現地の人々に寄り添いながら
支援活動を続けていきたいと思っています。今日
の憲法記念日にあたって、もう一度原点に立ち返
って、これからも憲法が輝くように活動を続けて
いきたいと思います。

（５月３日　札幌ＰＡＲＣＯ前にて）
憲法を活かそう！まちかどリレートーク

猫塚義夫共同代表のスピーチ

メーデー集会で作られた人文字です（5月1日　札幌・中島公園）
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■堀潤さん（前NHKキャスター）をお招きして、結成８周年記念講演会を開催します

　堀潤さん（36歳　前ＮＨＫ「ニュース９」キャスター　「僕らのニュースルーム革命」著者）をお招
きして、下記の要項にて開催することになりました。
　ご案内のチラシも同封させていただきますので、どうぞお知り合いの方にもお知らせください。
「個人発信の時代に考えるべきこと～堀潤さんと『メディアの明日』を考える～」
　　６月28日（土）18：15 ～ 20：30
　　共済ホール（札幌市中央区北４西１）
　なお、特別報告として、『岐路に立つ日本国憲法』渡辺達生弁護士（自由法曹団道支部事務局長）も
予定しています。

■チェ・ゲバラの娘　アレイダ・ゲバラさん（小児科医）の講演と映画上映会のご案内

「キューバに生きる芸術～アートを支える人々と教育」
　当会も主催団体に加わって開催されます。アレイダ・ゲバラさんは、来日は４回目、北海道は初めて
とのことです。
　　６月19日（木）18：30 ～
　　札幌エルプラザ・ホール（北区北８西３）　� ＊詳しくは、同封のチラシをご参照ください。

■憲法セミナーは今年も数回の開催を検討しています

　先日の「札幌の朝鮮人強制連行」に続いて、鈴木昭典氏（「日本国憲法を生んだ密室の９日間」著者）
をお招きしたセミナーを検討中です。
　決まり次第お知らせしますので、どうぞよろしくお願いいたします。

■会費の納入にご協力をお願いします

　当会の活動を支える会費の納入に
ご協力をよろしくお願いいたします。
　また、募金についても、ご協力い
ただけますと幸いです。

みなさんへのお知らせ

集団的自衛権の行使容認に反対する街頭での行動が活発
に行われています。（5月20日　札幌・大通公園にて）


